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県立学校における対応について（通知） 

 

 ４月７日，東京都を含む７都府県に緊急事態宣言が発令されました。本県においても

新型コロナウイルス感染症患者が増加しており，再度，臨時休業の措置を取る可能性も

あります。 

 仮に，教職員が新型コロナウイルスに感染すると，授業ができないなど，学校教育活

動に大きな影響を及ぼす可能性があります。 

こうしたことを踏まえ，「教職員に新型コロナウイルス感染症（疑い）発生時の県立学校

における対応について」を別紙のとおり作成しました。 

 ついては，「幼児児童生徒に新型コロナウイルス感染症（疑い）発生時の県立学校にお

ける対応について」（令和２年４月６日付け豊かな心と身体育成課長通知）と併せ，感染

症対策に万全を期すとともに，感染者発生時等の対応を見据えて準備を進めてください。 

 また，臨時休業前の対応事例や休業中における幼児児童生徒への学習支援の事例も掲載

していますので，いつ臨時休業になっても対応できるよう準備を進めてください。 

 特に「臨時休業前の学校の対応事例」として記載している各学校における時差通学につ

いては，公共交通機関で通学する児童生徒が概ね50％を超える学校では，積極的に導入を

検討してください。導入に当たっては，教職員の勤務時間の割振りを変更する必要がある

場合は，事前に所属の教職員はもとより，幼児児童生徒及び保護者（必要に応じて学校関

係者等）へあらかじめ周知した上で行ってください。 

 なお，これまで通知した令和２年３月26日付け教育長通知「令和２年度県立学校におけ

る教育活動の再開等について」や，令和２年度４月１日付け事務連絡「新型コロナウイル

スに関するＱ＆Ａ」など，改めて教職員に周知・徹底するとともに，再度休業した場合の

取組について，不安や疑問に思う点があれば，学校経営戦略推進課にメールで問い合わせ

してください。対応等について，別途整理してお知らせします。 

 さらに，今後，各学校の授業をＩＣＴを活用して配信することも検討しています。詳細

は別途連絡します。 

 

 



【学校体制の整備】 

○ マスク，消毒剤などの準備 

○ 緊急連絡体制（保護者，教職員，教育委員会） 

【臨時休業前の対応事例】 

○ 臨時休業中の学習に関する事前準備 

    教材や学習課題の準備，学習計画作成，ＩＣＴの活用など 

○ 学校運営に関する工夫 

    分散登校，時差通学，授業時間の短縮など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈本件連絡先〉 

○学校運営全般に関すること 

  担当 学校経営戦略推進課学校経営支援担当 

  電話 (082)513-4966 

○保健管理に関すること 

  担当 豊かな心と身体育成課健康教育係 

  電話 (082)513-5036 

○学習指導に関すること 

  担当 高校教育指導課高校教育指導班 

  電話 (082)513-4994 

  担当 特別支援教育課特別支援教育指導係 

  電話 (082)513-4982 

○部活動に関すること 

  担当 豊かな心と身体育成課学校体育係 

電話 (082)513-5032 

担当 高校教育指導課高校教育指導班 

電話 (082)513-4994 

○教職員に関すること 

  担当 教職員課県立学校人事係 

  電話 (082)513-4922 



令和２年４月８日現在

広島県教育委員会

検査結果が「陽性」であった場合を見据えた準備を，教職員で
役割分担し，ＰＣＲ検査結果の判明時までに行う。

○感染が疑われる教職員があったことを教職員課へ報告する。

○行動履歴を確認する。（別紙１）
・感染が疑われる教職員について，過去２週間の校内，校外における行
動履歴を調べ，別紙１に記録する。

○濃厚接触者リスト（別紙２）の作成
・校内において学年，授業クラス，部活動等，濃厚接触の可能性がある
教職員・幼児児童生徒を特定し，「濃厚接触者リスト」を作成する。
・校外において，出張，私的な会合等，濃厚接触の可能性がある教職員
を特定する。

○在宅勤務の実施
・令和２年４月３日付け通知「新型コロナウイルス感染症対策に伴う在宅
勤務の実施について」に基づき，海外渡航歴がある教職員や，感染が疑
われる教職員などに在宅勤務を命じる。
・在宅勤務の終期は，原則，新型コロナウイルス感染症にかかっている
疑いのある者の検査結果が陰性であること等を校長が確認した日までと
する。

○臨時休業，学級閉鎖時等の対応検討
・濃厚接触者のリストを踏まえて，学級閉鎖以外の授業の実施体制を作
成する。
・濃厚接触者のリストを踏まえて，学級閉鎖時の連絡体制を確保する。

○校舎・寄宿舎・部室等の消毒準備

○マスコミ等への対応者を決定
・学校における対応方法は，県教育委員会の指示を受ける。

学
校

「令和２年度県立学校における教育活動の再開等につい
て」（令和２年３月26日付け通知）を踏まえ，感染症対策を
教職員に対しても行う。

○感染源を絶つこと
・37.5度以上の発熱等の風邪の症状がみられる教職員は，自宅で療
養させることを徹底する。
・学校で「感染が疑われる患者の要件」に該当する教職員がいた場合
は，最寄りの保健所に相談させ，帰宅時にはマスクを着用させる。
・感染が疑われる教職員を自宅で療養させた場合は，その旨を教職員
課に連絡する。

○感染経路を絶つこと
・手洗いや咳エチケットを徹底するとともに，特に多くの児童生徒，教
職員が手を触れる箇所（ドアノブ，手すり，スイッチなど）は，適宜，丁
寧に水拭き清掃を行う。

○集団感染のリスクへの対応
・３つの留意事項（換気の悪い密閉空間，多くの人が密集，近距離で
の会話や発声）が同時に重なることを徹底的に回避する。
・出勤後は，職員室に全員が集まることがないよう，各自の準備室等
で待機する。また，時差出勤等についても検討を行う。
・職員朝礼は全員で行うことなく，代表者等の限られた教職員で行う。
（その他の職員については，掲示板や文書により内容を周知するなど
対策を検討する。）
・幼児児童生徒の下校後も職員室に密集しないように努める。
・諸会議は30分以内とし，出席者を限定する。

○学校体制の整備
・校内での患者（疑い）発生時対応用品として，マスク，消毒剤などを
準備しておく。
・校内の連絡窓口や担当者を決定し，夜間・休日も，保健所，県教育
委員会と連絡がとれる体制としておく。
・教職員の緊急連絡体制（メール，電話など）を確認する。
・家庭との連絡方法の確認

【特別支援学校】
○スクールバス乗降時に生徒等や教職員が密集しないよう努める。

臨時休業前の学校の対応事例

○保健所と連携し，濃厚接触者を特定
・感染者本人への行動履歴等のヒアリングは，保健所が行う。
・保健所が学校において，感染者の行動履歴把握や濃厚接触者（※１）の特定等のために行う調査
に協力する。

○濃厚接触者の自宅待機
・教職員が新型コロナウイルス感染症疑い患者の濃厚接触者として，保健所から自宅待機要請を
受けた場合は，「特別休暇第26号」とする。
・特別休暇の期間の基準は，感染者と最後に濃厚接触をした日から起算して２週間とする。

○濃厚接触者から外れた者
・濃厚接触者から外れた者は，通常勤務とする。
・ただし，令和２年３月２日付け通知「新型コロナウイルス感染症に係る特別休暇の取扱いについ
て」に基づき，職員又はその親族に発熱等の風邪症状が見られることから，新型コロナウイルス感
染症対策の基本方針等を踏まえ，勤務しないことがやむを得ないと認められる場合は，「特別休暇
第26号」とする。

○出勤している教職員の厳重な健康観察
・気になる症状（発熱や呼吸器症状）のある教職員がいるときは，最寄りの保健所に相談させる。

○校舎等の消毒（別紙３参照）

○関係者への報告
・学校医，学校運営協議会，ＰＴＡ会長等へ報告する。

○保護者等へ学級閉鎖時の連絡を行う

学
習
指
導
等

臨時休業中の学校の対応事例

○児童生徒への学習指導
　〈小・中学校〉（別紙５参照）
　　　学年や学級ごとに登校日を定めて指導
　　　 （少人数又は個別指導）
　　　 家庭訪問（家庭学習の進捗状況把握）
　　　 事前に教材等を配布（先取り学習等）
　
〇ＩＣＴが活用できる場合
　　ICTを活用した小テストの実施や課題の提示，添削，健康観察等を行う。

○学校運営に関する事項
　　特別支援学校…臨時休業中は自主登校を中止する。

○臨時休業中の学習に関する事前準備
・教材や学習課題の準備
・自宅学習のシステム・体制づくり
　（児童生徒・保護者・学校が一体となって学習計画作成）
・ICTを活用した支援の準備　　　など

○学校運営に関する工夫
・分散登校
・時差通学
・授業時間の短縮　　　など

○部活動に関する留意事項
・生徒の状況や地域の感染者の状況等を踏まえ，実施時間・日数，実施の有無などにつ
いて，慎重に対応すること。
・教職員等による活動状況（生徒の健康観察，活動環境等）の把握。
・活動中はもちろん，活動の前後（更衣等）においても３密回避。
・用具の水拭き清掃等をこまめに行い，給水等でコップ等を共有させない。

教職員に新型コロナウイルス感染症（疑い）発生時の県立学校における対応

感染者の発生前 ＰＣＲ検査の実施

「感染者（確定）」
治癒するまで「出勤停止」

感
染
症
（
疑
い
）

（
教
職
員
）

感染者が確定したとき

医師から
保健所へ連絡感染が疑われる患者の要件

１．発熱または呼吸器症状（軽症の場合を含む）を有し，新型コロナ
ウイルス感染症であることが確定したものと濃厚接触歴（※１）があ
る。
２．37.5度以上の発熱かつ呼吸器症状を有し，発症前14日以内に
流行地域(※２)に渡航歴又は居住していた。
３．37.5度以上の発熱かつ呼吸器症状を有し，発症前14日以内に
流行地域に渡航歴又は居住していたものと濃厚接触歴がある。

教職員等から
保健所へ連絡

検体採取・搬入
ＰＣＲ検査

陰性

陽性

（５時間で結果判明）

保健所は本人の同意を得て，県教育委員会及び学校と情報共有検査の実施を，教職員等から学校に連絡

【濃厚接触者への対応】
○濃厚接触者の健康観察結果を，自宅待機期間，毎日，保健所へ報告する。
・濃厚接触者である児童生徒，教職員の健康観察結果（別紙４）の内容を，毎日，保健所へ電
話で報告する。
（報告内容例）「濃厚接触者80人中，２人が発熱の症状。発熱者は，○○さんと○○さんです。
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◎感染症（疑い）の者が，幼児児童生徒の場合も，同様の対応が必要
となります。豊かな心と身体育成課に連絡してください。

〈高等学校〉（別紙６参照）
学年や学級ごとに登校日を定めて指導
（少人数又は個別指導）

通信制課程を参考にした指導（添削指導）
ＨＰでの指導（教材作成による指導）

〈特別支援学校〉
学年や学級ごとに登校日を定めて指導
自学が可能な生徒等に対しては準備しておいた学習課題を提供する。
自学が難しい生徒等については，実態に応じて個別対応する。

濃厚接触者として検査を受けた場合

上記以外の場合

自宅待機（感染者と最後に濃厚接
触をした日から起算して２週間）

健康観察のもと，通常勤務



※１「濃厚接触者」

　【出典】新型コロナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調査実施要領（暫定版）令和2年3月12日版（国立感染症研究所 感染症疫学センター作成）

　　「患者」が発病した日以降に接触した者のうち，次の範囲に該当する者である。
　　・ 患者と同居あるいは長時間の接触（車内，航空機内等を 含む）があった者
　　・ 適切な感染防護無しに患者を診察，看護若しくは介護していた者

　　・ 患者の気道分泌液もしくは体液等の汚染物質に直接触れた可能性が高い者

　　・ その他： 手で触れること又は対面で会話することが可能な距離（目安として２メートル）で，必要な感染予防策なしで，患者と接触があった者（患者の症状などから患者の感染性を総合的に判断する）。

（例）同一教室で授業を行った（選択科目で1時間のみの場合も含む）。ランチルームで一緒に昼食をとった。同じ部活動で指導をした。

※２「流行地域」（令和２年４月２日時点）
アイスランド、アイルランド、アルバニア、アルメニア、アンドラ、イスラエル、イタリア、イラン、インドネシア、英国、エクアドル、エジプト、エストニア、オーストラリア、オーストリア、オランダ、カナダ、韓国、北マケドニア、キプロス、ギリシャ、クロアチア、コソボ、コンゴ民主共和国、コート
ジボワール、サンマリノ、シンガポール、スイス、スウェーデン、スペイン、スロバキア、スロベニア、セルビア、タイ、台湾、チェコ、中国 （香港及びマカオを含む。）、チリ、ドイツ、ドミニカ国、トルコ、デンマーク、ニュージーランド、ノルウェー、バチカン、パナマ、ハンガリー、バーレー
ン、フィリピン、フィンランド、フランス、ブラジル、ブルガリア、ブルネイ、米国、ベトナム、ベルギー、ボスニア・ヘルツェゴビナ、ボリビア、ポルトガル、ポーランド、マルタ、マレーシア、モナコ、モルドバ、モロッコ、モンテネグロ、モーリシャス、ラトビア、リトアニア、リヒテンシュタイン、ル
クセンブルク、ルーマニア



（別紙１） 

 

令和 年 月 日 

 

新型コロナウィルス感染疑い状況報告書 

 

１ 職員概要 

（１） 氏名（年齢・性別） 

（２） 住所 

（３） 所属校，課程，職名，担任等 

（４） 世帯状況（家族） 

（５） 検査日時 

（６） 検査結果日時 

 

２ 症状・経過 

 

３ 行動歴（発熱前２週間から現在まで） 

 

４ 濃厚接触の疑いがある者（幼児児童生徒及び教職員） 

 

５ 濃厚接触の疑いがある者への対応状況 

 

６ 今後の対応等 



(別紙２)

患者氏名：　 調査者氏名： 患者ID：　　　　　　　　　

接触者リスト
接触者 よみがな 続柄 患者との 基礎 観察期間内 連絡先（電話番号、
番号 氏名 （関係） 最終接触日 疾患 の発症※ メールアドレス等）

（記入例） 広島　一郎 同学級 17 男 　　年　　月　　日 無／有 無／有 000-000-0000 １～3限目を同じ教室で
授業を受けた。

　　年　　月　　日 無／有 無／有

　　年　　月　　日 無／有 無／有

　　年　　月　　日 無／有 無／有

　　年　　月　　日 無／有 無／有

　　年　　月　　日 無／有 無／有

　　年　　月　　日 無／有 無／有

　　年　　月　　日 無／有 無／有

　　年　　月　　日 無／有 無／有

　　年　　月　　日 無／有 無／有

　　年　　月　　日 無／有 無／有

　　年　　月　　日 無／有 無／有

※ 観察期間は患者との最終接触日から14日後までとする。

新型コロナウイルス（nCoV）患者等の接触者リスト

年齢 性別 備考（接触状況等）



(別紙３)



(別紙４)

接触者番号： 観察対象者氏名： 住所： TEL：　　　　　-　　　　　- Email：　　　　　　　　＠

患者氏名： 患者との最終接触日時：　　年　　月　　日　　時頃 患者との関係：

咳嗽

呼吸困難

鼻汁・鼻閉

咽頭痛

頭痛

下痢

その他

保健所名： 担当者： 所在地： TEL： 　　　－　　　　　－ FAX： 　　　－　　　　　－

Email ＠

確認者

朝・夕の確認☑
（確認手段（電話・
面接等）を記載）

朝：□（　　　）
夕：□（　　　）

朝：□（　　　）
夕：□（　　　）

朝：□（　　　）
夕：□（　　　）

朝：□（　　　）
夕：□（　　　）

朝：□（　　　）
夕：□（　　　）

備考

朝：□（　　　）
夕：□（　　　）

朝：□（　　　）
夕：□（　　　）

朝：□（　　　）
夕：□（　　　）

朝：□（　　　）
夕：□（　　　）

朝：□（　　　）
夕：□（　　　）

朝：□（　　　）
夕：□（　　　）

無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

そ
の
他

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

呼
吸
器
症
状

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

℃ ℃ ℃

日付 / / / / /

最高体温 ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

/ / / / / /

新型コロナウイルス（nCoV）患者等の接触者における健康観察票（1枚目）
これは、管轄保健所が主体となって行う調査票です。観察対象者に対しては注意深く健康チェックを実施してもらい、もし気になる症状が現れたときには、必ず速やかに保健所へ連絡す
るよう伝えて下さい。健康観察は、患者との最終接触日から14日目で終了してください。

観察開始日 開始後１日目 開始後２日目 開始後３日目 開始後４日目 開始後５日目 開始後６日目 開始後７日目 開始後８日目 開始後９日目 開始後１０日目



接触者番号： 観察対象者氏名： 住所： TEL：　　　　　-　　　　　- Email：　　　　　　　　＠

患者氏名： 患者との最終接触日時：　　年　　月　　日　　時頃 患者との関係：

咳嗽

呼吸困難

鼻汁・鼻閉

咽頭痛

頭痛

下痢

その他

保健所名： 担当者： 所在地： TEL： 　　　－　　　　　－ FAX： 　　　－　　　　　－

Email ＠

確認者

備考

朝・夕の確認☑
（確認手段（電話・
面接等）を記載）

朝：□（　　　）
夕：□（　　　）

朝：□（　　　）
夕：□（　　　）

朝：□（　　　）
夕：□（　　　）

朝：□（　　　）
夕：□（　　　）

そ
の
他

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

呼
吸
器
症
状 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有 無 ・ 有

最高体温 ℃ ℃ ℃ ℃

開始後１１日目 開始後１２日目 開始後１３日目 開始後１４日目

新型コロナウイルス（nCoV）患者等の接触者における健康観察票（2枚目）
これは、管轄保健所が主体となって行う調査票です。観察対象者に対しては注意深く健康チェックを実施してもらい、もし気になる症状が現れたときには、必ず速やかに保健所へ連絡す
るよう伝えて下さい。健康観察は、患者との最終接触日から14日目で終了してください。

日付 / / / /
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新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じた学習指導に関する対応策について 

 

令和２年４月８日（水） 

高 校 教 育 指 導 課 

 

１ 対応方針 

（１）全ての生徒に，高等学校学習指導要領に示される「関心・意欲・態度」，「思考・判断・表現」，

「技能」及び「知識・理解」といった学力を身に付けさせる。 

（２）（１）の学力の定着に加え，自ら学習計画を立て，課題に取り組み，その学習経過等を振り

返るなどの活動をさせることにより，学習習慣を身に付けさせる。 

（３）（１）（２）の効果を高めるため，感染の拡大状況に応じて，細心の感染予防対策を講じた上

で,「分散登校」等を取り入れるとともに，ＩＣＴ機器が有効に活用できる環境を整え，授業や

課題の提示・添削，助言等を行う。 

（４）令和２年度の教育課程の実施に支障が生じる場合は，主たる教材である教科書に基づき家庭

学習を課すよう工夫する。その際，生徒の学習が円滑に進むよう，学校及び生徒の実態を踏ま

えて，教科書と併用できる適切な教材を提供するなどの工夫をする。 

（５）（３）（４）の取組を実施する際，各学校の指導体制等を踏まえ，教職員の負担が過重となら

ないよう配慮する。 

 

２ 対応方法 

（１）対応策について 

ア 各学校の状況に応じ，次の対応策を講じることが考えられる。 

例 目 的 対 応 策 

例① 
登下校中の感染リスクを下げて 

授業を実施する。 

時差登校 

⇒ラッシュアワーを避けた時間帯に登校させる。 

例② 
授業時間等を短縮し，生徒の健 

康状態や学習状況を把握する。 

分散登校 

⇒学年・クラスごとに分けて登校させる。 

例③ 
臨時休業下において可能な学習

指導を実施する。 

通信制課程を参考にした指導 

⇒郵送等で生徒と学習課題のやりとりを行う。 

例④ 
臨時休業下において可能な学習

指導を実施する。 

ＨＰ等で課題の指示 

⇒ＨＰや電話等で学習課題を指示する。 

  イ 備考 

    学校の実態等（学校規模，感染状況等）に応じて例①～例④を組み合わせて実施する。 

 

（２）ＩＣＴ機器を活用した学習支援について 

  ア Ｗｅｂ会議システムを活用したＳＨＲの実施 

    遠隔支援ソフトを活用（「Zoom-cloud-Meetings」，「Google Hangouts」等） 

 

  イ 家庭学習の支援 

① 学習支援ソフトを活用した家庭学習の支援（「G suite for Education」，「Classi」等） 

   ② 学習支援コンテンツポータルサイト等の活用（無料コンテンツ） 

名称 URL 作成者 

高等学校における学習支援コンテン

ツ（令和 2年 4月 6日時点） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/

gakusyushien/mext_00461.html 

文部科学省 

新型コロナ感染症による学校休業対

策『#学びを止めない未来の教室』 

https://www.learning-innovation.go.jp

/covid_19/?t=1 

経済産業省 

NHK高校講座 https://www.nhk.or.jp/kokokoza/ NHK 

おうちで学ぼう！NHK for School https://www.nhk.or.jp/school/program/ NHK 

なるほど統計学園高等部 https://www.stat.go.jp/koukou/ 総務省統計局 

別紙６ 
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例① 時差登校の時間割 

時間等 指導内容 教室・人数 

   登校  

ＳＨＲ 9:00 ～ 9:10 10分 健康観察等 

ＨＲ教室 

１教室あたり 20人 

１時間目 9:15 ～ 10:05 50分 教科等指導① 

２時間目 10:15 ～ 11:05 50分 教科等指導② 

３時間目 11:15 ～ 12:05 50分 教科等指導③ 

昼休憩 12:05 ～ 12:50 45分  

４時間目 12:50 ～ 13:40 50分 教科等指導④ 

５時間目 13:50 ～ 14:40 50分 教科等指導⑤ 

ＳＨＲ 14:50 ～ 14:00 10分 健康観察等 

   下校  

 

 

例②－１ 分散登校の時間割（50分授業を実施する場合） 

  

(1) １週間の予定（１学年⇒２学年⇒３学年の周期で実施する。） 

曜日 月 火 水 木 金 

該当学年 １学年 ２学年 ３学年 １学年 ２学年 

 

(2) 時間割（１学年４クラス（160人）の場合） 

時間等 
１・２組（80人） ３・４組（80人） 

指導内容 教室・人数 指導内容 教室・人数 

【午前】ＳＨＲ 

 9:00～9:10 (10分) 

登校 

健康観察等 

ＨＲ教室（８展開）

１教室あたり 10人 

または 

ＨＲ教室（４展開）

１教室あたり 20人 

  

１時間目 

 9:15～10:05 (50分) 
教科等指導① 

  

２時間目 

 10:15～11:05 (50分) 
教科等指導② 

 
 

３時間目 

11:15～12:05 (50分) 
教科等指導③ 

  

ＳＨＲ 

12:10～12:20 (10分) 

健康観察等 

下校 

  

【午後】ＳＨＲ 

13:15～13:25 (10分) 

  登校 

健康観察等 

ＨＲ教室（８展開）

１教室あたり 10人 

または 

ＨＲ教室（４展開）

１教室あたり 20人 

１時間目 

13:30～14:20 (50分) 

  
教科等指導① 

２時間目 

14:30～15:20 (50分) 

  
教科等指導② 

３時間目 

15:30～16:20 (50分) 

  
教科等指導③ 

ＳＨＲ 

16:25～16:35 (10分) 

  健康観察等 

下校 
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例②－２ 分散登校の時間割（25分授業を実施する場合） 

 

(1) １週間の予定（３学年⇒２学年⇒１学年の周期で実施する。） 

曜日 月 火 水 木 金 

該当学年 ３学年 ２学年 １学年 ３学年 ２学年 

 

(2) 時間割（１学年６クラス（240人）の場合） 

時間等 
１・２・３組（120人） ４・５・６組（120人） 

指導内容 教室・人数 指導内容 教室・人数 

【午前】ＳＨＲ 

 9:00～9:10 (10分) 

登校 

健康観察等 

ＨＲ教室（10展開）

１教室あたり 12人 

または 

ＨＲ教室（６展開）

１教室あたり 20人 

  

１時間目 

 9:15～9:40 (25分) 

教科等指導① 

（課題の授受） 

  

２時間目 

 9:45～10:10 (25分) 

教科等指導② 

（課題の授受） 

 
 

３時間目 

10:15～10:40 (25分) 

教科等指導③ 

（課題の授受） 

  

４時間目 

10:45～11:10 (25分) 

教科等指導④ 

（課題の授受） 

  

ＳＨＲ 

11:15～11:25 (10分) 

健康観察等 

下校 

  

【午後】ＳＨＲ 

13:30～13:40 (10分) 

  登校 

健康観察等 

ＨＲ教室（10展開）

１教室あたり 12人 

または 

ＨＲ教室（６展開）

１教室あたり 20人 

１時間目 

13:45～14:10 (25分) 

  教科等指導① 

（課題の授受） 

２時間目 

14:15～14:40 (25分) 

  教科等指導② 

（課題の授受） 

３時間目 

14:45～15:10 (25分) 

  教科等指導③ 

（課題の授受） 

４時間目 

15:15～15:40 (25分) 

  教科等指導④ 

（課題の授受） 

ＳＨＲ 

15:45～15:55 (10分) 

  健康観察等 

下校 

 

 【備考】 

分散登校の規模や時間帯等については，学校の実態に応じて適切に設定する。 
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例③ 通信制課程を参考にした指導 

 

流れ 主体 内 容 備 考 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 課題の準備（作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 課題の郵送 

・主たる教材に基づき，バランスよく学力を育成する観点

に立ち，４観点を踏まえた課題（ドリルやレポート等）

を作成する。また，教科書と併用できる適切な教材等を

作成する。 

・計画的な家庭学習を促すため課題の内容や学習方法等を

まとめた「学習の手引き」，「学習計画・記録表」，「アド

バイスシート」等を作成する。 

・保護者の協力を得るため，学校のＨＰやＰＴＡ一斉メー

ルも活用する。 

・各教科の課題，「学習計画・記録表」等を同封し送付する。 

２ 

 

 

 

 

生徒 

 

 

 

 

❶ 課題の受け取り 

 

❷ 家庭学習 

 

❸ 課題の郵送 

・「学習の手引き」及び各教科の課題の内容を確認し，自分

に合った「学習計画表」を作成する。 

・「学習計画・記録表」を基に課題に取り組み，「学習計画・

記録表」に記録をする。 

・各教科の課題，「学習計画・記録表」等を同封し送付する。 

 教員 ※電話による状況把握 ※電話により，生活状況及び学習状況等を把握する。 

３ 

 

 

 

 

教員 

 

 

 

 

③ 課題の受け取り 

④ 課題の添削 

 

⑤ 次の課題の郵送 

 

・課題や学習記録をもとに生徒の学習状況を把握し次の課

題に反映させる。 

・必要に応じて電話等により指導を行う。 

・添削した課題，新たな課題及び課題の添削を基に作成し

た「アドバイスシート」等を同封する。 

４ 

 

 

 

 

生徒 

 

 

 

 

❹ 課題の受け取り 

 

❺ 家庭学習 

 

❻ 課題の郵送 

・「アドバイスシート」及び各教科の課題の内容を確認し，

自分に合った「学習計画・記録表」を作成する。 

・「学習計画・記録表」を基に課題に取り組み，「学習計画・

記録表」に記録をする。 

・各教科の課題，「学習計画・記録表」等を同封し送付する。 

 

 【備考】 

  ＩＣＴ機器が整備されている学校においては，「課題の提示」，「添削」等の支援について

ＩＣＴ機器を有効に活用する。 
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例④  ＨＰ等での課題の指示 

 

流れ 主体 内 容 備 考 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 課題の準備（作成） 

 

 

 

 

 

 

② 課題の指示 

 

・主たる教材に基づき，バランスよく学力を育成する観点に

立ち，４観点を踏まえた課題（ドリルやレポート等）を作

成する。また，教科書と併用できる適切な教材等を作成す

る。 

・計画的な家庭学習を促すため課題の内容や学習方法等を

まとめた「学習の手引き」，「学習計画・記録表」等を作

成する。 

・学校のＨＰに課題や関係資料等を掲載し，学習内容や方法

等を指示する。 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 

 

 

 

 

 

 

 

❶ 課題の受け取り 

 

❷ 家庭学習 

 

 

 

 

 

・「学習の手引き」及び各教科の課題の内容を確認し，自分

に合った「学習計画表」を作成する。 

・「学習計画・記録表」を基に課題に取り組み，「学習計画・

記録表」に記録をする。 

【状況に応じて対応する】 

※電話により，生活状況及び学習状況等を把握する。 

※登校して課題を提出する。 

※各教科の課題，「学習計画・記録表」等を同封し送付する。 

 


